
第 号65
2020（令和２）年
5月10日発行M i y o s h i  C i t y  A s s e m b l y 

志和地駅（4 月８日撮影）

令和2年3月定例会終わる

三次市ホームページ　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
▶ 市議会のページ　
※�三次市議会のページへアクセスします。

三次市議会のホームページもご覧ください。こんなことが決まりました�������� 2
予算審議���������������� 5
委員会審査��������������� 6
市政を問う 14人が一般質問に立つ����� 7
委員長報告�������������� 14
当選された議員の紹介��������� 15
議会のうごき������������� 16



こんなことが    まりました ３月定例会を２月28日（金）から3月18日（水）
まで開催し、議案64件等を原案のとおり可決
しました。

新
設
さ
れ
た
条
例

■
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例�

全
員
一
致

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
長
等

の
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免

責
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

制
定
す
る
。

■
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例 

�

全
員
一
致

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
譲

与
税
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
森
林
の

整
備
に
関
す
る
諸
施
策
に
要
す
る
経
費
に

充
て
る
た
め
制
定
す
る
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
服
務
の
宣

誓
に
つ
い
て
、
多
様
な
任
用
形
態
等
に
適

し
た
方
法
で
実
施
す
る
た
め
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

服
務
の
宣
誓
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
は
別

段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を

設
け
る
。

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

全
員
一
致

条
文
の
整
理
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
条
項
ず
れ
に
伴
う
字
句

の
修
正
を
行
う
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

�

全
員
一
致

職
員
団
体
等
と
の
合
意
や
条
文
の
精
査

等
に
基
づ
き
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
時
間
外
勤
務
報
酬

や
期
末
手
当
の
支
給
等
に
関
し
、
条
文
の

整
理
及
び
追
加
等
を
行
う
。

■
地
域
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

中
央
集
会
所
ほ
か
９
施
設
を
普
通
財
産

に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
別
表
中「
中
央
集
会
所
」

ほ
か
９
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
事

業
に
係
る
補
助
金
交
付
要
綱
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
重
度
医
療
に
係
る

人
工
呼
吸
器
装
着
者
を
所
得
制
限
対
象
外

と
す
る
。

■
債
権
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

全
員
一
致

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
民

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
遅
延
損
害
金
等
に

適
用
す
る
民
事
法
定
利
率
の
見
直
し
及
び

商
事
法
定
利
率
の
廃
止
に
伴
う
規
定
を
整

理
す
る
。

■
老
人
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

上
安
田
地
区
老
人
集
会
所
ほ
か
２
施
設

を
、
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い

改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
別
表
中「
上
安
田
地
区

老
人
集
会
所
」ほ
か
２
施
設
の
名
称
及
び

位
置
を
削
る
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

�

全
員
一
致

作
木
診
療
所
を
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、第
２
条
の
表
に「
三

次
市
国
民
健
康
保
険
作
木
診
療
所
」の
名

称
及
び
位
置
を
加
え
る
と
と
も
に
、
別
表

第
２
に
当
該
診
療
所
の
診
療
日
を
加
え
る
。

ま
た
附
則
に
お
い
て
三
次
市
診
療
所
設
置

及
び
管
理
条
例
を
廃
止
す
る
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
家
庭
的
保
育
事
業

者
等
に
係
る
連
携
施
設
の
確
保
の
緩
和
を

図
る
。

■
農
林
業
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

片
野
集
会
所
ほ
か
２
施
設
を
普
通
財
産

に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
別
表
中「
片
野
集
会
所
」

ほ
か
２
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
共
同
利
用
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

さ
く
ぎ
共
同
利
用
施
設
を
普
通
財
産
に

変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
別
表
中「
さ
く
ぎ
共
同

利
用
施
設
」の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
堆
肥
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

君
田
町
オ
ガ
コ
堆
肥
セ
ン
タ
ー
ほ
か
２

施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
第
２
条
の
表
中「
君
田

町
オ
ガ
コ
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」ほ
か
２
施
設

の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

全
員
一
致

道
路
法
施
行
令
の
占
用
料
基
準
額
が
改

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
道
路
法
施
行
令
の

地
価
及
び
物
価
変
動
に
伴
う
占
用
料
徴
収

額
の
見
直
し
に
準
じ
、
徴
収
額
の
改
正
を

行
う
。

■
都
市
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

畠
敷
公
園
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
条
例
中「
畠
敷
公
園
」の

名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
法
律
の
条
項
ず
れ
に
伴

い
、
引
用
条
項
の
整
理
を
行
う
。

３
月
定
例
会
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こんなことが    まりました
令和2年 3月定例会

決
■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

全
員
一
致

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正

す
る
。

そ
の
内
容
は
、
放
課
後
児
童
支
援
員
に

都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
の
受
講
機
会

の
確
保
を
図
る
。

■
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

全
員
一
致

12
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た「
三
次
市

行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」に
よ
り
、
部
署
名
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
と
も
な
い
改
正
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
各
常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
部
署
名
を
変
更
に
あ
わ
せ
て
改
正

す
る
。

そ
の
他
の
議
案

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

�

全
員
一
致

工 

事 

名　

�

三
次
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設

備
改
修
工
事（
第
４
期
）

請
負
金
額　

�

金
１
９
５
，８
０
０
，０
０
０
円

請 

負 

者　

�

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株

式
会
社
中
国
支
店

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ

い
て�

全
員
一
致

平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
、
新
た
に「
銅
亀
市
場

線（
七
ツ
塚
橋
）」ほ
か
７
事
業
を
追
加
す
る
。

■
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
に
つ

い
て�

全
員
一
致

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画
期
間
を

５
年
間
延
長
し
、
平
成
16
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
と
し
、
財
政
計
画
を
平
成
16

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
決
算
に
基

づ
き
改
め
る
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農

業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
す

る
こ
と
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て 

�

全
員
一
致

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る
認
定
農
業
者

等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
過

半
数
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
及
び
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、

市
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

�

全
員
一
致

「
市
道
櫃
田
２
０
１
号
線
」ほ
か
２
路
線

の
市
道
を
認
定
す
る
。

■
公
益
通
報
審
査
会
委
員
の
委
嘱
の
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

井
上　
澄
子（
三
和
町
）

中
川　
筆
之（
十
日
市
東
）

　

�（
任
期
は
令
和
２
年
４
月
30
日
か
ら
２

年
間
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

古
永　
雅
則（
十
日
市
西
）

　

�（
任
期
は
令
和
２
年
４
月
30
日
か
ら
４

年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て�

全
員
一
致

常
川　
陽
之
助（
南
畑
敷
町
）

　

�（
任
期
は
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
３

年
間
）

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て�

全
員
一
致

有
重　
貢（
吉
舎
町
）

池
本　
秀
雄（
三
次
町
）

上
田　
憲
昭（
四
拾
貫
町
）

大
前　
万
寿
美（
布
野
町
）

加
藤　
好
隆（
東
河
内
町
）

河
本　
研
二（
三
良
坂
町
）

木
原　
孝
行（
下
志
和
地
町
）

寺
重　
茂
晴（
十
日
市
南
）

橋
本　
正
二（
小
田
幸
町
）

橋
本　
洋
資（
作
木
町
）

林　
　
敏
明（
向
江
田
町
）

平
尾　
敏
之（
粟
屋
町
）

廣
瀬　
勝
秀（
青
河
町
）

福
田　
博
之（
高
杉
町
）

松
山　
和
登（
甲
奴
町
）

箕
田　
英
紀（
西
酒
屋
町
）

向
井　
泰
治（
君
田
町
）

横
田　
和
彦（
三
和
町
）

吉
森　
法
和（
十
日
市
東
）

　
（�

任
期
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間
）

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
に
つ
い
て�

選
挙
管
理
委
員

今
井　
純
子（
三
良
坂
町
）

檜
高　
基
滿（
布
野
町
）

関
德　
龍
昭（
有
原
町
）

片
岡　
法
生（
三
和
町
）

補
充
員

奥
村　
精
吾（
吉
舎
町
）

久
保　
義
和（
高
杉
町
）

中
村
美
穂
子（
君
田
町
）

川
上　
昌
身（
甲
奴
町
）

決
議

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
決
議（
要
旨
）�

全
員
一
致

三
次
市
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
は
な
い
も
の
の
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
三
次
市
に
お
い
て
は
、
市
民

の
安
心
・
安
全
と
、
市
内
の
中
小
・
零
細

企
業
等
の
経
済
対
策
の
た
め
、
国
・
県
の

動
向
を
見
極
め
つ
つ
も
、
教
育
現
場
も
含

め
、
し
っ
か
り
と
し
た
現
状
把
握
を
行
い
、

専
門
的
知
見
を
踏
ま
え
た
三
次
市
と
し
て

の
決
断
と
徹
底
し
た
対
策
を
講
ず
る
な
ど
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め

る
。
ま
た
、
本
市
議
会
と
し
て
も
、
行
政

と
連
携
・
協
力
し
て
感
染
の
拡
大
防
止
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

請
願

■
暗
所
視
支
援
眼
鏡
「
Ｍ
Ｗ
10
」
の
日
常

生
活
用
具
認
定
に
関
す
る
請
願
書

�

全
員
一
致

提 

出 

者　

�

広
島
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

代 

表 

者　
花
田　
敏
文

紹
介
議
員　
鈴
木　
深
由
希
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一般会計 365億8千万円（令和元年度６月補正後の予算額より1.0％減）
【特別会計予算】 合計額 136億３,978万円

国民健康保険特別会計 55億8,774万4千円 後期高齢者医療特別会計 ８億5,060万円  　
診療所特別会計 1億9,773万3千円 土地取得特別会計 3,135万1千円
介護保険特別会計 69億7,235万2千円

【公営企業会計予算】 合計額 収益的収支 131億６,832万３千円
　　　　　　　　　　　　　資本的収支   66億７,905万８千円

病院事業
収益的収入 90億6,421万1千円 収益的支出 90億6,201万7千円
資本的収入 22億9,480万1千円 資本的支出 34億4,346万円  　

水道事業
収益的収入 18億　708万5千円 収益的支出 17億5,174万9千円
資本的収入 8億4,488万6千円 資本的支出 15億5,464万8千円

下水道事業
収益的収入 22億9,702万7千円 収益的支出 22億9,702万7千円
資本的収入 11億3,062万9千円 資本的支出 16億8,095万円  　

令和２年度予算を可決
３月
定例会

総
括
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た

〜
会
派
代
表
に
よ
る
総
括
質
疑
項
目
〜

真
正
会

❶
薬
用
作
物
等
試
験
栽
培
・
研
究
事
業
に
つ
い
て

❷
三
次
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
推
進
事
業
に
つ
い
て

と
も
え

❶
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

❷
歳
入
に
つ
い
て

❸
歳
出
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

❶
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

清
友
会

❶
若
者
政
策
に
つ
い
て

❷
三
次
藩
札
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

公
明
党

❶
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

❷
７
つ
の
分
野
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

（合計額は各事業の収支を比較
 し、大きい数値を計上）

令和元年度 一般会計予算の補正（第４号） 令和元年度 一般会計予算の補正（第５号）

令和２年度 一般会計予算の補正（第1号）

補正額 1億781万8千円追加 補正額 5,100万円追加

補正額 2,000万円追加

総　額 386億5,931万1千円 総　額 387億1,031万1千円

総　額 366億円

■主な補正内容� （▲は減額）
 《歳　入》
・繰入金� 3億　376万3千円
・諸収入� 2億6,669万9千円
・普通交付税� 2億1,901万1千円
・国庫支出金� ▲1億8,791万9千円
・市債� ▲5億5,430万円  　
 《歳　出》
・公債費� 7億7,908万9千円
・基金積立� 2億　365万3千円
・公共施設改修・解体事業� 5,000万円  　
・宅地等復旧支援事業補助金� 2,827万6千円
・後期高齢者医療経費� ▲9,742万4千円
・市道及び県道改良経費（災害復旧優先による減額）� ▲2億　730万円  　
・災害復旧事業（過年災害農地,農業施設等）� ▲4億6,760万円  　
� ほか
 《繰越明許費》
　 追加　まち・ひと・しごと創生総合戦略等策定事業　ほか
　 変更　公共施設改修・解体事業　ほか　

《債務負担行為》
　 変更　市民バス運行委託業務
 《地方債》
　 追加　公共施設等整備事業　ほか
　 変更　過疎地域自立促進事業　ほか
 《一時借入金》
　借入最高額を90億円に変更� ほか

■補正内容
 《歳　入》
・繰入金� 2,763万8千円
・国庫支出金� 2,296万円  　
・県支出金� 40万2千円
 《歳　出》
・新型コロナウイルス感染症対策経費� 5,100万円

■補正内容
 《歳　入》
・繰入金� 2,000万円
 《歳　出》
・予備費� 2,000万円

令和元年度 特別会計・企業会計の補正
会計名 補正額 総 額

国民健康保険特別会計（第３号） ▲3,304万1千円 55億3,139万円  　
介護保険特別会計（第３号） 869万7千円 72億2,957万1千円
後期高齢者医療特別会計（第２号） ▲2,052万3千円 8億2,078万5千円
土地取得特別会計（第２号） 360万円  　 1億6,353万2千円
病院事業会計（第２号） 資本的支出　588万2千円追加

（▲は減額）

42020（令和2）年５月10日発行



■３月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）	 ○…賛成　×…反対

区　分 結
果
小
田
竹
原
大
森
助
木
池
田
岡
田
亀
井
保
実
宍
戸
新
家
杉
原
齊
木
澤
井
山
村
桑
田
鈴
木
横
光
伊
藤
黒
木
弓
掛
藤
井
新
田
片
岡
藤
岡

議案第２号　令和２年度三次市国民
健康保険特別会計予算（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○

議案第５号　令和２年度三次市後期
高齢者医療特別会計予算（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○

　
定
例
会
で
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
14
件
に
つ
い
て
、

３
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
。

付
託
議
案

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算（
案
）ほ

か
13
議
案

審
査
結
果

議
案
第
２
号
及
び
第
５
号
以
外　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

議
案
第
２
号
及
び
第
５
号　

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

各
分
科
会
主
査
報
告
の
要
旨

○
総
務
分
科
会

　
事
業
の
執
行
に
際
し
て
は
、
結
果
と
成
果

は
適
宜
、
報
告
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
分

析
を
基
に
毎
年
の
予
算
編
成
時
に
は
、
よ
り

成
果
が
上
が
る
よ
う
、
事
業
の
改
善
に
努
め

ら
れ
た
い
。

○
教
育
民
生
分
科
会

❶�　
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

に
つ
い
て
は
、
児
童
と
保
護
者
の
不
安
軽

減
と
な
る
よ
う
、
児
童
と
保
護
者
の
心
に

寄
り
添
っ
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

❷�　
病
院
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

立
三
次
中
央
病
院
が
建
築
か
ら
25
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
の
可

能
性
も
視
野
に
入
れ
る
等
、
長
期
的
視
点

に
立
ち
市
民
が
利
用
し
や
す
い
病
院
と
な

る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

❸�　

個
々
の
学
び
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

少
人
数
学
級
か
ら
個
々
の
指
導
に
重
点
を

置
く
方
針
に
変
更
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
指

導
に
方
針
を
最
大
限
活
か
す
こ
と
と
な
る

よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

❹　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
の
デ
ー
タ

等
の
検
討
材
料
を
検
討
委
員
会
に
し
っ
か
り

と
資
料
等
を
基
に
説
明
す
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
。
ま
た
、
議
会
及
び
市
民
に
対
し
、

検
討
委
員
会
の
協
議
内
容
等
、
情
報
公
開
を

行
う
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
産
業
建
設
分
科
会

❶�　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
「
三
次
藩
札
」

発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
次
藩
札
の
使

わ
れ
方
の
実
態
を
把
握
し
、
事
業
に
対
し

て
市
民
か
ら
不
信
感
を
抱
か
れ
る
こ
と
が

無
い
よ
う
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❷�　
内
水
対
策
事
業（
畠
敷
・
願
万
地
地
区
）

に
つ
い
て
は
、
同
程
度
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
他
の
手
法
が
あ
る
場
合
に
は
経
費
の

比
較
を
行
っ
た
後
、
計
画
の
前
倒
等
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

❸�　
水
道
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
条

件
不
利
地
域
に
お
け
る
加
入
者
拡
大
の
た

め
、
一
般
会
計
に
お
い
て
も
補
助
制
度
等

負
担
軽
減
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

予
算
審
議

◆ 

反
対
討
論

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
県
で
統
一
し
た
こ
と
で
今
年
度
か

ら
値
上
げ
と
な
り
、負
担
が
増
し
て
大
変
に
な
っ
た
と
聞
く
。

ま
た
昨
年
10
月
か
ら
消
費
税
が
10
％
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
経
済
へ
の
影
響
も
出
て
お
り
、

自
営
業
者
の
方
は
特
に
大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
軽
減

を
国
に
求
め
て
も
、
何
ら
手
だ
て
を
し
て
い
な
い
。
今
回
、

保
険
料
の
値
上
げ
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
負
担
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

◆ 
賛
成
討
論

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
受
益
の
多
寡
に
よ
ら
ず
、
被
保

険
者
が
応
分
の
負
担
を
し
、
相
互
扶
助
の
理
念
に
基
づ
く
医

療
保
険
制
度
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険
の
最
後
の
砦
で
あ
る
。

今
後
も
、
国
民
健
康
保
険
事
業
と
し
て
医
療
費
の
適
正
化
を

図
り
、
市
民
負
担
の
公
平
性
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
の
健
康

保
全
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
賛
成
す
る
。

◆ 

反
対
討
論

　
市
民
、
と
り
わ
け
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
次
の
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
高
齢
者

に
こ
れ
以
上
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

◆ 

賛
成
討
論

　
本
市
に
お
い
て
も
「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
」
は

市
政
運
営
上
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
他
の
市
町
と
の
連

携
を
持
っ
た
う
え
で
後
期
高
齢
者
医
療
を
推
し
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
本
市
が
こ
の
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
、
高
齢
者

の
方
の
安
心
な
医
療
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
、
議
会
と
し
て
も
予
算
案
を
可
決
し
、
遅
滞

な
く
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
賛
成
す
る
。

議
案
第
２
号
に
対
し
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た

議
案
第
５
号
に
対
し
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た
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委
員
会
審
査

委
員
長
報
告

　
定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
付

託
と
な
り
ま
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
３

月
５
日
に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
次
の
と
お
り

報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
15
号 

「
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例（
案
）」ほ
か
７

議
案

　【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

　
　
　
　

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
20
号 

「
三
次
市
地
域
集
会
所
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」に
つ
い
て
は
、地
域
集
会
所
の
譲
渡

に
向
け
て
地
元
と
協
議
、調
整
を
行
う
際
は
、

譲
渡
後
の
維
持
管
理
、修
繕
に
つ
い
て
、責

任
の
所
在
に
そ
ご
が
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
、

理
解
を
得
た
う
え
で
譲
渡
さ
れ
た
い
。

　
議
案
第
33
号 

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」は
、と
り
わ
け
、専
門
的
な
工
事
や

入
札
業
者
が
特
定
さ
れ
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

積
算
根
拠
の
添
付
等
、契
約
金
額
の
妥
当
性

に
つ
い
て
、誰
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
い
議

案
提
出
に
努
め
ら
れ
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
等
】

　
議
案
第
21
号 

「
三
次
市
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」ほ
か
６
議
案

　

請
願
第
２
号 

「
暗
所
視
支
援
眼
鏡「
Ｍ
Ｗ

10
」の
日
常
生
活
用
具
認
定
に
関
す
る
請
願

書
」

　【
審
査
結
果
】

　
議
案　

�

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

　
請
願　
全
員
一
致
を
も
っ
て
採
択

【
議
案
等
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
23
号 

「
三
次
市
老
人
集
会
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
案
）」に
つ
い
て
は
、地
元
協
議
を
十
分

に
行
い
、譲
渡
す
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

ま
た
、譲
渡
後
に
お
い
て
も
修
繕
等
に
係
る

補
助
金
の
充
実
等
、地
元
負
担
の
軽
減
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　
議
案
第
24
号 

「
三
次
市
国
民
健
康
保
険
診

療
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
案
）」に
つ
い
て
は
、診
療
時
間
等

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
受
診
に
支
障
を
来
さ

ぬ
よ
う
市
民
に
十
分
な
周
知
徹
底
を
図
ら
れ

た
い
。

　

請
願
第
２
号 

「
暗
所
視
支
援
眼
鏡「
Ｍ
Ｗ

10
」の
日
常
生
活
用
具
認
定
に
関
す
る
請
願

書
」に
つ
い
て
は
、暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日

常
生
活
用
具
と
し
て
指
定
し
て
い
る
自
治
体

は
全
国
的
に
ま
だ
少
な
い
が
、こ
の
支
援
眼

鏡
は
網
膜
色
素
変
性
症
の
方
々
の
生
活
を
大

き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。患
者
の
方
々
の
生
活
の
幅
を
広
げ

る
た
め
に
も
、新
年
度
に
お
い
て
日
常
生
活

用
具
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た

い
。産

業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
】

　
議
案
第
16
号 

「
三
次
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例（
案
）」ほ
か
８
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
16
号 

「
三
次
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例（
案
）」は
、本
条
例
案
が
定
め
る

使
途
の
う
ち
森
林
の
整
備
を
担
う
べ
き
人
材

の
育
成
及
び
確
保
、森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、本

市
の
担
い
手
不
足
や
荒
廃
し
た
森
林
の
現
状

か
ら
も
特
に
早
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

基
金
の
計
画
的
か
つ
早
期
活
用
に
努
め
ら
れ

た
い
。

１ 

令
和
２
年
３
月
定
例
会
の

�

総
括
に
つ
い
て

⑴�　
令
和
２
年
度
予
算
審
査
に
つ
い
て

　
・�

一
般
会
計 

１
件
、
特
別
会
計 

６

件
、 

企
業
会
計 

２
件
、
合
計
９
件

の
審
査
を
行
っ
た
。

　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
連
の
補
正
予
算
を
上
程
し
即
決
し

た
。

⑵�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

�　
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
は
な
い
も
の
の
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
本
市

に
お
い
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
と
、

市
内
の
中
小
・
零
細
企
業
等
の
経
済
対

策
の
た
め
、
国
・
県
の
動
向
を
見
極
め

つ
つ
も
、
教
育
現
場
も
含
め
、
し
っ
か

り
と
し
た
現
状
把
握
を
行
い
、
専
門
的

知
見
を
踏
ま
え
た
本
市
と
し
て
の
決
断

と
徹
底
し
た
対
策
を
講
ず
る
等
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
た
。

ま
た
、
市
議
会
と
し
て
も
、
行
政
と
連

携
・
協
力
し
て
感
染
の
拡
大
防
止
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
決

議
を
行
っ
た
。

２ 

そ
の
他

⑴�　
政
治
活
動
等
の
申
合
せ
に
つ
い
て

　

�　
今
般
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
議
会

で
は
屋
内
で
の
個
人
演
説
会
等
の
集
会

を
自
粛
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

議
長
の
定
例
会
見

　
定
例
会
で
の
審
議
等
の
総
括
、
議
会
日
程
等
を
広
く
市
民
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

定
例
会
最
終
日（
３
月
18
日
㈬
）に
実
施
し
ま
し
た
。
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め
て
対
応
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
の
で
、

商
業
、高
齢
者
福
祉
、地
域
交
通
、医
療
等
、

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

質問 2

危
険
瓦
の
早
期
対
策
を

今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
危
険
な
屋
根

瓦
が
散
見
さ
れ
る
。も
し
歩
道
に
崩
れ
落

ち
、人
に
当
た
れ
ば
死
に
至
る
可
能
性
も

あ
る
。個
人
所
有
物
の
た
め
法
的
に
対
応

が
難
し
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、こ
の

ま
ま
放
置
し
て
も
致
し
方
な
い
と
考
え
て

い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

答弁 2

危
険
な
状
態
が
改
善
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る《

坂
井
建
設
部
長
》

近
隣
か
ら
の
通
報
や
現
地
調
査
に
よ

り
危
険
を
確
認
し
た
空
き
家
は
、所
有
者
、

管
理
者
を
調
査
特
定
し
、修
繕
の
お
願
い

や
状
況
に
よ
っ
て
は
除
却
の
指
導
を
行
う

等
、危
険
な
状
態
が
改
善
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
ま
で
の
助
言
、指
導
に
よ
り
、自
主

解
体
の
件
数
は
、近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、

補
助
金
に
つ
い
て
は
、解
体
費
用
が
高

額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、上
限
を
従

来
の
30
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
て

い
る
。

質問 1

買
い
物
困
難
者
の
対
策
を

日
常
の
買
い
物
に
不
自
由
さ
れ
て
い
る

方
が
高
齢
者
を
中
心
に
増
え
て
い
る
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
、軽
自
動
車
の
箱
バ
ン

に
食
料
品
を
中
心
に
品
揃
え
を
し
て
移

動
販
売
を
行
う
形

態
が
市
内
で
も
始

ま
っ
た
。
こ
の
仕

組
み
を
市
内
全
域

ま
で
普
及
す
る
よ

う
事
業
開
始
を
推

奨
・
支
援
し
て
は

ど
う
か
。

答弁 1

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

《
中
廣
産
業
環
境
部
長
》

現
在
、起
業
支
援
と
し
て
、市
内
で
新

た
に
起
業
し
、主
た
る
事
業
拠
点
を
置
く

事
業
所
の
新
築
又
は
増
改
築
等
の
施
設
整

備
を
対
象
と
し
た
起
業
支
援
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、移
動
販
売
車
の
導
入
等
の
経

費
は
支
援
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。

市
内
で
は
、既
に
移
動
販
売
を
さ
れ
て

い
る
商
店
や
見
守
り
等
の
安
否
確
認
も
含 移動スーパーとくし丸

弓掛 元
《ともえ》

　3月定例会では、14名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製本の後、議会事務局、各支所、三
次市立図書館及び分館に常設します。また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と
本会議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめて記載しています。

令和2年3月定例会 一般質問

市政を問う

HPアドレス　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp 市議会のページ 市議会議事録
三次市議会インターネット配信
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て
、学
生
寮
設
置
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

質問 2

バ
ル
ー
ン
に
よ
る

三
次
の
情
報
発
信
を

み
よ
し
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
２
０
が
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た

が
、三
次
の
情
報
発
信
の
一
つ
と
し
て
、定

着
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。そ
の
た
め
に

も
市
で
バ
ル
ー
ン
を
所
有
し
、妖
怪
や
鵜

飼
等
を
描
い
て
全
国
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
す
れ
ば
強
力
な
情
報
発
信
に
繋
が
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 2

先
進
事
例
等
も
調
査
し
、

可
能
性
を
研
究
し
て
い
く

《
福
岡
市
長
》

バ
ル
ー
ン（
熱
気
球
）が
い
か
に
経
済
効

果
や
観
光
消
費
額
を
あ
げ
、経
済
活
動
に

結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
な
の
か
、今
回
の

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
状
況
を
見

て
、今
後
の
検
討
を
す
る
よ
う
考
え
て
い

た
の
で
、判
断
材
料
に
乏
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、引
き
続
き
、他
の
地
域
の
先
進

事
例
等
も
調
査
し
な
が
ら
、可
能
性
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

係
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
を
行
い
、観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
役

割
を
果
た
す
た
め
、各
種
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

活
動
の
様
子
は
、広
報
み
よ
し
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、民
放
テ
レ
ビ
局
の
観
光
情

報
番
組
等
で
も
紹
介
を
し
て
き
た
。
三
次

地
区
の
文
化
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
会
の
取
組
を
進
め
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
等
、三
次
町
全
体
で
に
ぎ
わ
い

と
交
流
の
創
出
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
、日

本
妖
怪
博
物
館
へ
の
集
客
促
進
、三
次
地

区
の
観
光
資
源
の
整
備
・
開
発
等
の
事
業

に
も
取
り
組
ま
れ
る
。

《
堂
本
副
市
長
》

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、観
光
戦
略
目
標
の
共
有
化

あ
る
い
は
合
意
形
成
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
付
随
す
る
観
光
消

費
額
の
拡
大
や
観
光
資
源
の
開
発
等
が
あ

り
、資
源
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、三

次
の
集
客
へ
つ
な
げ
て
い
く
戦
略
を
つ

く
っ
て
い
く
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
み
よ
し
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構

の
取
組
に
対
し
て
支
援
し
、関
係
団
体
と

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質問 1

県
立
中
高
一
貫
校
に
学
生
寮
を

少
子
化
や
県
立
中
学
校
へ
の
進
学
で
、

市
立
中
学
校
の
統
廃
合
が
現
実
的
に
な
っ

て
き
た
。県
立
と
市
立
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
た
め
、学
生
寮
を
建
て
市
外
の
生
徒
比

率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。県
内
全
域
か

ら
優
秀
な
生
徒
が
集
ま
れ
ば
学
校
の
レ

ベ
ル
も
上
が
り
、寮
生
が
増
え
れ
ば
市
内

の
消
費
も
上
が
る
。学
生
寮
の
必
要
性
を
、

県
へ
強
く
要
請
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答弁 1

県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い

《
福
岡
市
長
》

県
は
県
立
三
次
中
学
校
を
創
設
す
る
際

の
方
針
を
自
宅
か
ら
の
通
学
形
態
を
と
る

こ
と
と
し
、学
生
寮
の
設
置
は
し
な
い
と

い
う
方
向
性
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、今
年
の
入
学
見
込
み
か
ら
も

学
生
寮
等
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
東

広
島
市
の
県
立
広
島
中
学
校
高
等
学
校
を

見
て
も
、学
生
寮
や
寄
宿
舎
が
あ
る
の
が

今
の
県
北
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、今
後
機
会
を
捉
え
て
県
に
対
し

質問 1

三
次
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
の

情
報
発
信
を

現
在
、一
般
社
団
法
人
み
よ
し
観
光
ま

ち
づ
く
り
機
構
は
10
名
の
メ
ン
バ
ー
で
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
が
、三
次
町
の
観
光
事

業
を
始
め
と
す
る「
ま
ち
づ
く
り
」に
対
し

て
の
活
動
を
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
が
な

い
た
め
、市
民
か
ら
は「
一
体
何
の
事
務
を

し
て
い
る
の
か
」、「
観
光
協
会
と
ど
の
よ

う
に
違
う
の
か
」、「
市
広
報
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

紹
介
を
し
て
い
る
が
、も
っ
と
具
体
的
に

教
え
て
ほ
し
い
」と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

も
っ
と
市
民
の
声
を
大
事
に
す
べ
き
と
考

え
る
。

市
民
の
声
に
応
え
る
情
報
発
信
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 1

三
次
町
全
体
で
に
ぎ
わ
い
と
交
流

の
創
出
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

《
中
原
地
域
振
興
部
長
》

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出

す
と
と
も
に
、地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

醸
成
す
る
観
光
地
域
経
営
と
い
う
視
点
に

立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
か
じ
取
り
役

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
み
よ
し
観
光
ま
ち

づ
く
り
機
構
は
、三
次
市
全
体
の
観
光
に

新家 良和
《ともえ》

大森 俊和
《市民クラブ》
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て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
、農
業
委
員
、Ｊ
Ａ
等
の

関
係
機
関
も
含
め
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、将
来
に
向

け
た
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質問 2

早
急
な
災
害
対
応
を

議
会
報
告・懇
談
会
で
は
、「
自
主
防
災

組
織
は
人
命
を
預
か
る
組
織
で
は
な
い
。

指
揮
命
令
が
で
き
な
い
。」、「
高
齢
者
社

会
で
体
が
不
自
由
な
方
が
逃
げ
遅
れ
る
。」、

「
ペ
ッ
ト
も
連
れ
て
逃
げ
た
い
。」等
の
様
々

な
意
見
が
出
た
。早
急
に
対
応
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答弁 2

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て

見
直
し
や
検
討
を
し
て
い
る

《
川
村
危
機
管
理
監
》

自
主
防
災
組
織
は
、派
遣
さ
れ
た
市
職

員
と
連
携
し
て
い
た
だ
き
、自
ら
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
し
た
上
で
住
民
へ
の
避

難
の
呼
び
か
け
や
避
難
所
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、ど
の
避
難
所
が

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
が
可
能
か
来
年
度
に

か
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
等
の
避
難
が
難
し
い
方
や
情
報

を
取
る
こ
と
が
難
し
い
方
等
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
て
そ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

補
助
金
に
つ
い
て
、様
々
な
方
法
で
市
民

に
啓
発
し
、利
用
促
進
を
図
る
。

《
松
長
子
育
て
・
女
性
支
援
部
長
》

園
児
等
の
日
常
的
な
集
団
移
動
経
路
等

に
つ
い
て
交
通
安
全
確
保
を
目
的
に
点
検

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、対
策
が
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、経
路
の
変
更
や
警
察
、

道
路
管
理
者
に
優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら

整
備
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質問 2

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
の

推
進
を

血
液
の
が
ん
の
治
療
法
と
し
て
、造
血

幹
細
胞
移
植
療
法
が
あ
る
が
、今
、骨
髄

バ
ン
ク
で
は
ド
ナ
ー
登
録
数
の
確
保
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。ド
ナ
ー
登
録
は
18
歳

か
ら
54
歳
ま
で
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
周

知
や
民
間
企
業
へ
の
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の

導
入
等
、よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
と
考

え
る
が
、本
市
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答弁 2

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
は

設
け
て
い
る《

中
村
総
務
企
画
部
長
》

市
職
員
の
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
は
設
け
て

い
る
。
直
近
５
年
間
の
取
得
は
な
い
。

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

民
間
企
業
で
は
、県
内
に
本
社
を
持
つ

事
業
所
の
み
を
把
握
し
て
お
り
、県
内
６

つ
の
事
業
所
が
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
導
入

し
、そ
の
う
ち
３
つ
の
事
業
所
が
本
市
に

営
業
所
等
が
あ
る
。
ま
た
、ド
ナ
ー
確
保

の
た
め
に
昨
年
12
月
か
ら
ド
ナ
ー
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

質問 1

今
後
の
農
業
の
あ
り
方
は

農
業
は
自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
あ

る
。一
昨
年
は
刈
り
取
り
間
際
に
な
っ
て

イ
モ
チ
病
等
が
発
生
し
た
。収
穫
量
も
等

級
も
悪
か
っ
た
。そ
れ
ら
を
含
め
、農
業

の
将
来
に
つ
い
て
研
究
課
題
が
あ
る
と
思

う
。10
年
先
を
見
据
え
た
本
市
の
農
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答弁 1

関
係
機
関
、
地
域
と
将
来
に

向
け
た
農
業
を
考
え
て
い
き
た
い

《
中
廣
産
業
環
境
部
長
》

地
域
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

認
定
農
業
者
や
集
落
法
人
、認
定
新
規
就

農
者
等
の
担
い
手
の
育
成
、確
保
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、農
業
の
担
い
手
だ
け
で
は
、

草
刈
り
等
の
管
理
作
業
が
対
応
し
き
れ
な

い
状
況
に
も
あ
り
、小
規
模
農
家
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
農
業
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
地
域
農
業
を
維
持
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、各
地
域
で
将
来
像
を

描
く「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成
に
よ
り
、

地
域
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

質問 1

高
齢
者
・
未
就
学
児
の

交
通
安
全
対
策
を

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
対
策

と
し
て
、３
月
上
旬
か
ら
国
に
よ
る「
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
補
助
金
」が
始
ま
っ
た
の
で
、

し
っ
か
り
啓
発
す
る
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、

滋
賀
県
大
津
市
で
園
児
が
巻
き
込
ま
れ
た

交
通
事
故
を
受
け
て
、本
市
に
お
け
る
未

就
学
児
の
交
通
安
全
確
保
の
取
組
も
あ
わ

せ
て
伺
う
。

答弁 1

安
全
対
策
が
必
要
な
箇
所
の

整
備
を
行
っ
て
い
く

《
川
村
危
機
管
理
監
》

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
、ま
ず
国
が
行
う
サ
ポ
カ
ー

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
補
助
金　
出
典
：
公
明
党
新
聞

池田 徹
《市民クラブ》

岡田 美津子
《公明党》
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ま
っ
て
か
ら
関
係
者
と
協
議
を
始
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で

整
備
計
画
案
を
つ
く
り
、皆
様
に
提
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問 2

国
保
税
の
子
ど
も
の

「
均
等
割
」
の
軽
減
を

本
市
で
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
負
担

軽
減
し
て
い
る
が
、国
民
健
康
保
険
税
で

は
子
ど
も
分
の「
均
等
割
」を
負
担
し
て
い

る
。こ
の
均
等
割
分
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

答弁 2

地
方
税
法
に
お
い
て

規
定
さ
れ
て
い
る《

上
谷
市
民
部
長
》

均
等
割
賦
課
は
、地
方
税
法
に
お
い
て

基
礎
課
税
額
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、令
和
６
年
度
に
お
い
て
、連
携
会
議

で
の
決
定
事
項
と
し
て
、賦
課
方
式
を
所

得
割
、被
保
険
者
均
等
割
、世
帯
別
平
等

割
の
３
方
式
と
し
て
統
一
す
る
こ
と
で
調

整
さ
れ
て
い
る
た
め
、被
保
険
者
の
均
等

割
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ

は
賦
課
制
度
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
り
、

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
国
又
は
連
携
会
議

の
中
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

質問 2

マ
ス
ク
の
備
蓄
管
理
の

見
直
し
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い

て
、現
在
、日
本
各
地
で
マ
ス
ク
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、マ
ス
ク
不
足
に
よ
り
、

市
民
生
活
に
不
安
が
生
じ
て
お
り
、今
後
、

マ
ス
ク
の
備
蓄
管
理
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答弁 2

備
蓄
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

現
在
、市
が
保
有
し
て
い
る
マ
ス
ク
は
、

２
万
３
千
枚
あ
り
、そ
の
う
ち
１
万
８
千

枚
は
防
疫
防
塵
用
の
作
業
用
マ
ス
ク
で
あ

り
、一
般
で
付
け
る
に
は
少
し
息
苦
し
い

マ
ス
ク
で
あ
る
の
で
一
般
へ
の
提
供
を
想

定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

今
回
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
が
起
き
る

こ
と
を
想
定
し
、マ
ス
ク
、消
毒
液
等
の

備
蓄
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
よ
う
考
え

て
い
る
。

質問 1

学
校
給
食
調
理
場
整
備
計
画
は

市
民
の
声
を
聞
い
て
進
め
よ

学
校
給
食
調
理
場
整
備
計
画
策
定
委
員

会
の
報
告
で
は「
複
数
個
所
整
備
に
つ
い

て
も
比
較
検
討
を
行
わ
れ
た
い
」、「
市
や

調
理
場
も
含
め
、生
産
者
や
各
関
係
者
で

ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
か
今
後
改
め

て
議
論
す
る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

方
針
が
決
ま
っ
て
か
ら
議
論
す
る
の
で

は
な
く
、食
材
確
保
や
地
元
産
活
用
等
は

直
ち
に
議
論
を
進
め
て
方
針
を
決
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答弁 1

箇
所
数
や
場
所
が
決
ま
ら
な
い

と
具
体
的
な
話
は
で
き
な
い

《
長
田
教
育
次
長
》

現
在
、食
材
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
農
家
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
食
材

を
納
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、策
定
委
員
会
の
各
関
係
委
員
か
ら
、

整
備
計
画
の
策
定
に
は
、箇
所
数
や
場
所

が
決
ま
ら
な
い
と
具
体
的
な
集
荷
の
仕
組

み
の
検
討
が
で
き
な
い
と
の
意
見
を
伺
っ

て
い
る
。

今
後
、箇
所
数
や
場
所
の
方
向
性
が
決

質問 1

有
害
鳥
獣
対
策
専
門
の
新
し
い

部
署
が
必
要
で
は
な
い
か

本
市
は
、中
山
間
地
に
位
置
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
へ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

今
後
、こ
の
課
題
に
さ
ら
に
取
り
組
む
た

め
に
、鳥
獣
関
連
の
対
策
を
専
門
と
す
る

部
署
又
は
係
を
新
た
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答弁 1

鳥
獣
被
害
防
止
支
援
員
を
１
名

増
員
し
、
取
組
を
強
化
す
る

《
中
廣
産
業
環
境
部
長
》

現
在
、農
政
課
に
職
員
１
名
、嘱
託
員

１
名
、副
担
当
と
し
て
１
名
が
従
事
し
て

い
る
。
各
支
所
に
お
い
て
は
、職
員
１
名

が
兼
務
で
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
体
制
に

つ
い
て
、来
年
度
か
ら
は
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
支
援
員
と
し
て
農
政
課
に
１
名
増
員

を
行
い
、取
組
を
強
化
し
て
い
く
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
。

庁
内
の
人
員
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、駆
除

班
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、集
落
ぐ
る

み
で
の
防
止
活
動
、環
境
改
善
、捕
獲
等

を
総
合
的
に
実
施
し
、取
組
を
強
化
し
て

伊藤 芳則
《日本共産党》

藤岡 一弘
《若次会》

学校給食共同調理場
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《
福
岡
市
長
》

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
等
、横
文
字
ば
か
り
で

は
あ
る
が
、今
ま
で
の
我
々
の
生
活
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ

コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
技
術
革
新

に
よ
り
、市
民
生
活
、国
民
生
活
が
豊
か

に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、必
然
的
に
日
常
生
活
に
溶
け

込
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
、こ
れ
ま
で
の

技
術
革
新
で
あ
り
、そ
れ
を
手
段
と
し
て

使
っ
て
い
る
。

も
っ
と
市
民
に
利
便
性
を
感
じ
て
も
ら

い
、最
小
で
最
大
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

る
よ
う
な
税
金
の
使
い
方
を
し
て
い
く
と

い
う
考
え
で
、三
次
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
に
つ
い
て
歩
み
始
め
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、機
構
改
革
で
情
報

戦
略
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、ど
う

い
っ
た
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
可
能
性
や
調
査
研
究
を
進
め

な
が
ら
、デ
ジ
タ
ル
改
革
に
伴
っ
て
、社

会
課
題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

目
に
見
え
る
効
果
は
少
し
先
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、絶
え
ず
変
革
を
進
め
、

市
民
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
え
る
新

し
い
三
次
市
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
を
し
て

い
く
。

答弁 1

夢
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら
え
る

新
し
い
三
次
市
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
き
た
い

の
時
代
の
可
能
性
、多
様
な
学
び
の
あ
り

方
を
検
証
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
学

力
や
生
き
る
力
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

質問 2

今
こ
そ
都
市
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
都
市
部
の
企
業
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が

浸
透
し
て
き
た
。本
市
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
や
自
然
環
境
等
の
資
源
を
売
り
に
し
て
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
誘
致
に
よ
り
都
市
と
の
関
係
人
口
を

拡
大
し
、人
口
流
入
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

※�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
… 

働
き
な
が
ら
休
暇
を
取

る
こ
と

《
福
岡
市
長
》

現
在
、様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
増

え
て
き
て
い
る
中
で
、本
市
の
地
域
資
源

を
い
か
す
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
と
感
じ
て
い
る
。

三
次
に
し
か
な
い
も
の
を
発
信
し
、有

効
活
用
で
き
る
施
設
を
し
っ
か
り
活
用
し

な
が
ら
、誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
働
く
場
所
の

確
保
や
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
確
立

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

答弁 2

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く

質問 1

三
次
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

実
現
に
向
け
て
の
決
意
は

市
長
は
、施
政
方
針
で「
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、５
Ｇ
等
、新
し
い
技
術
を

活
用
し
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、市
民
の
暮
ら
し
を
便

利
で
快
適
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
思
い
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

三
次
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現

に
向
け
て
、い
ろ
い
ろ
と
課
題
は
あ
る
が
、

今
後
の
社
会
情
勢
や
財
政
面
等
を
考
え
る

と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、市
民

の
理
解
と
市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
で
あ
る
。市
長
の
決
意
を
問
う
。

※�

Ｉ
Ｏ
Ｔ
…
今
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
っ
て
い
な
か
っ
た
モ
ノ（
テ
レ
ビ
等
）を
つ
な

ぐ
こ
と　

※�

５
Ｇ
…
現
在
の
４
Ｇ
に
続
く
次
世
代
通
信
技
術

※�

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）…
「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
、
人
々
の
生
活
を
あ

ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」

と
い
う
概
念

質問 1

学
校
規
模
適
正
化
に
お
け
る

本
市
の
意
志
は

現
在
、地
元
か
ら
統
廃
合
の
話
が
出
れ

ば
実
施
す
る
と
い
う「
待
ち
の
姿
勢
」し
か

見
え
な
い
。児
童
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良

い
教
育
環
境
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
る

べ
き
だ
。小
規
模
校
を
残
す
な
ら
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
や
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の

導
入
等
、多
様
性
の
あ
る
教
育
環
境
を
、意

志
を
持
っ
て
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

※�

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
… 

異
な
る
年
齢
の
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
学
習
す
る
等
、
子
ど
も
た
ち

の
個
性
を
大
切
に
し
て
対
話
を
重
視
す
る
教
育

答弁 1

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
生
き
る

力
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

《
福
岡
市
長
》

学
校
規
模
適
正
化
は
、保
護
者
や
地
域

の
共
通
理
解
の
も
と
進
め
て
い
く
こ
と
も

大
切
だ
が
、学
び
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
と
い
う
事
も
大
切
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、規
模
適
正
化
を
踏
ま
え
、

三
次
の
教
育
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
追

及
し
て
い
き
た
い
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
に
つ
い
て
も
、今

桑田 典章
《真正会》
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質問 2

地
産
地
消
を
進
め
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を

地
産
地
消
を
進
め
る
上
で
も
、三
次
産

の
農
産
物
を
集
め
、調
理
場
で
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。農
産
物

を
集
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ

三
次
や
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
等
の
協
力
を
得

て
、給
食
調
理
場
へ
納
め
る
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答弁 2

規
模
、
建
設
場
所
等
が

決
ま
っ
た
ら
協
議
し
て
い
く

《
長
田
教
育
次
長
》

学
校
給
食
調
理
場
の
規
模
、建
設
場
所

等
が
決
ま
っ
た
ら
、Ｊ
Ａ
や
農
政
課
等
と

も
連
携
す
る
中
で
、仕
組
み
づ
く
り
を
協

議
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
て
計
画
的
に
食
材
を
納
入

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、生
産
者
へ
の

情
報
提
供
も
含
め
て
、具
体
的
な
方
法
、仕

組
み
づ
く
り
を
関
係
機
関
等
と
一
緒
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

決
す
る
た
め
の
新
た
な
価
値
創
造
を
図

り
、市
民
の
生
活
の
質
や
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

《
中
原
地
域
振
興
部
長
》

①�

現
在
、川
西
と
作
木
に
お
い
て
、ア
プ
リ

や
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
移
動
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
路
線

バ
ス
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
用
い
た
位
置
検

索
な
ど
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
、デ
ジ
タ
ル
変
革
を
注
視
し
な
が
ら
、

交
通
事
業
者
等
と
一
緒
に
公
共
交
通
網

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
松
村
教
育
長
》

②�

一
人
ひ
と
り
に
最
適
で
効
果
的
な
学
び

の
支
援
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
行
う
事
が
で

き
る
。

《
中
廣
産
業
環
境
部
長
》

③�

主
な
作
物
の
生
産
に
加
え
、複
合
経
営

の
１
品
目
と
し
て
、ま
た
雇
用
者
の
年

間
を
通
し
た
作
業
確
保
、経
営
安
定
化

に
よ
る
地
域
農
業
の
振
興
、遊
休
農
地

活
用
等
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

《
福
岡
市
長
》

④�

各
障
害
者
団
体
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、各
団
体
で
求
め
る
内
容

が
異
な
っ
て
お
り
、条
例
提
案
は
、合
意

形
成
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

⑤�

暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
、先
進
地
の
情
報

を
入
手
し
、調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

音
声
血
圧
計
は
、現
在
検
討
は
し
て
い

な
い
が
、今
後
、要
望
を
踏
ま
え
、必
要

か
ど
う
か
と
い
う
判
断
も
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

質問 1

災
害
復
旧
の
早
期
完
了
を

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
工

事
の
完
了
件
数
が
少
な
い
。災
害
復
旧
は

３
年
間
で
完
了
す
る
と
し
て
い
る
が
、全

て
の
復
旧
工
事
完
了
は
難
し
い
と
考
え
る
。

工
事
完
了
の
見
通
し
と
、関
係
者
の
補
助

率
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、国
へ
陳
情
す

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答弁 1

最
優
先
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

進
め
て
い
く

《
柴
田
副
市
長
》

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の
設
計
書
の

作
成
は
９
割
以
上
終
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、入
札
不
調
に
よ
り
、３
年
間
で
の
工
事

完
了
の
見
通
し
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、契
約
は
令
和
２

年
度
中
に
全
て
終
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
福
岡
市
長
》

令
和
２
年
度
も
最
優
先
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
進
め
て
い
く
。
広
島
県
市
長
会
等

で
今
の
地
域
の
現
状
を
把
握
し
て
い
た
だ

き
、今
後
、県
と
市
、関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
農
林
水
産
省
等
の
関
係
省
庁
へ
要

望
し
て
い
く
。

質問 1

本
市
の
未
来
に
つ
い
て

市
長
に
問
う

①�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
市
民
の
暮
ら
し
が
便

利
で
快
適
な
も
の
に
な
り
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、地
域
社
会
の
課
題
解
決
、

地
域
公
共
交
通
に
も
活
用
で
き
る
と
の

市
長
の
発
言
を
具
体
的
に
伺
う
。

②�

小
中
学
校
に
お
い
て
一
人
に
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
る
本
市

の
教
育
の
未
来
に
つ
い
て
伺
う
。

③�

薬
用
作
物
等
の
栽
培
が
農
業
従
事
者・

後
継
者
不
足
の
解
決
、農
業
所
得
増
大

に
つ
な
が
る
根
拠
を
伺
う
。

④�

手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例（
案
）

撤
回
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤�

暗
所
視
眼
鏡
、音
声
機
能
付
血
圧
計
等

を
日
常
生
活
用
具
と
し
て
指
定
し
、生

活
援
助
事
業
に
理
解
を
求
め
る
。

答弁 1

市
民
の
生
活
の
質
や
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
た
い

《
中
村
総
務
企
画
部
長
》

①�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、人
、モ
ノ
、組
織
、

地
域
等
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
課
題
を
解

横光 春市
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《
福
岡
市
長
》

周
辺
の
人
口
が
減
る
こ
と
、地
域
の
活

力
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
の

今
後
の
発
展
が
不
安
だ
と
い
う
思
い
は
、

私
も
共
感
を
す
る
部
分
で
は
あ
る
の
で
、

事
あ
る
ご
と
に
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

質問 2

戦
没
者
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

戦
後
75
年
目
を
迎
え
、遺
族
会
も
会
員

の
減
少
と
高
齢
化
で
慰
霊
碑
の
維
持
管
理

が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
。戦
前
の
徴

兵
制
度
に
果
た
し
た
役
割
や
平
和
の
尊
さ

を
謳
う
自
治
体
が
管
理
を
す
る
の
が
、本

来
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 2

原
則
建
立
者
が
維
持
管
理
を

行
う
も
の
と
考
え
て
い
る

《
牧
原
福
祉
保
健
部
長
》

今
年
度
、現
地
調
査
を
行
い
、修
繕
の

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
慰
霊
碑
に
つ
い

て
は
修
繕
費
用
の
一
部
を
遺
族
会
に
補
助

金
と
し
て
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
民

間
団
体
が
建
立
さ
れ
た
も
の
は
原
則
建
立

者
が
維
持
管
理
を
行
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
三

次
市
遺
族
会
連

合
会
と
も
連
携

を
図
り
、市
と

し
て
の
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
文
化
庁
、県
、有
識
者
か
ら
の
専

門
的
な
指
導
、助
言
を
受
け
、で
き
る
だ

け
早
い
着
工
に
向
け
、計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

質問 2

こ
れ
か
ら
の
農
業
施
策
は

今
後
の
農
業
を
考
え
る
と
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足・耕
作
放
棄
地
の
増
加・鳥

獣
被
害・災
害
等
課
題
が
あ
る
。市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。ま
た
、ほ
場
整
備
後
、約
40
年
経

過
し
、畦
畔・用
排
水
路
等
が
機
能
し
て
い

な
い
。新
規
事
業
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答弁 2

認
定
農
業
者
等
の
育
成
、

確
保
が
重
要
と
考
え
る

《
中
廣
産
業
環
境
部
長
》

農
業
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
各
施
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、特
に
、農
業
の
担
い

手
で
あ
る
認
定
農
業
者
、集
落
法
人
、認

定
新
規
就
農
者
等
の
育
成
、確
保
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
各
地
域
に
お
い
て

将
来
の
農
業
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
皆
さ

ん
で
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、そ
う
し
た
場
に
市
や
関
係
機

関
も
参
加
し
、話
を
し
て
い
く
活
動
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

ほ
場
整
備
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、市

単
独
事
業
で
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、国
、県
の
補
助
事
業
等
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、長
寿
命
化
・
防
災
減
災

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
の
定
住
対
策
は
、市
内
全
域
同
一

条
件
を
適
用
し
て
い
る
が
、こ
れ
で
は
均

衡
あ
る
政
策
と
は
言
え
な
い
。周
辺
地
域

の
人
口
減
少
率
や
地
域
性
等
を
考
慮
し
、

一
定
条
件
の
も
と
、市
内
間
移
動
も
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
が
、世
代
交
代
を
促
進
し
、

周
辺
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
と
考
え
る
。

周
辺
地
域
へ
の
移
動
を
促
す
政
策
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁 1

事
あ
る
ご
と
に
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

《
中
原
地
域
振
興
部
長
》

移
住
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅
改

修
に
対
す
る
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
本
市
全
体
の
人
口
減
少
対
策

と
し
て
移
住
先
に
本
市
を
選
択
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
で
あ
り
、人
口
減
少
率

の
高
い
地
域
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、対

象
エ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
線
引
き
す
る
の

か
、さ
ら
に
は
、市
内
間
移
動
に
つ
い
て
も
、

住
ん
で
い
る
地
域
や
住
も
う
と
す
る
地
域

に
よ
っ
て
、支
援
の
享
受
に
差
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
等
、課
題
も
多
い
と
考
え
る
。

質問 1

周
辺
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る

定
住
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

質問 1

寺
町
廃
寺
跡
整
備
事
業
の

今
後
は

第
７
次
と
な
る
調
査
で
は
、古
代
の
日

本
の
歴
史・文
化
を
解
明
す
る
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
寺
院
跡
と
し
て
全

国
的
な
注
目
を
集
め
る
遺
跡
と
聞
い
て
い

る
が
、今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、保
存
整
備
計
画
は
文
化
庁
と
協
議

し
、事
業
実
施
を
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答弁 1

早
い
着
工
に
向
け
、
計
画
的
に

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

《
長
田
教
育
次
長
》

今
年
度
の
調
査
で
は
、金
堂
の
南
階
段

跡
、日
本
最
古
級
の
木
製
灯
篭
跡
の
発
見

等
、多
く
の
成
果
を
得
た
。
ま
た
独
立
行

政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
行
っ
た
現

地
調
査
に
よ
る
と
本
史
跡
が
奈
良
時
代
に

聖
武
天
皇
が
全
国
に
創
建
を
命
じ
た
国
分

寺
に
も
匹
敵
す
る
古
代
寺
院
跡
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、全
国

的
に
も
ま
れ
な
事
例
と
し
て
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

文
化
庁
か
ら
は
、学
術
的
な
価
値
を
よ

り
明
確
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
、報

告
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

亀井 源吉
《真正会》

澤井 信秀
《真正会》

平和祈念の碑

13 みよし市議会だより  第65号



と
を
反
映
す
る
こ
と
に
時
間
を
要
し
た
。

質問 2

鵜
飼
の
今
後
の
方
針
は

三
次
の
文
化
面
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
４
５
０
有
余
年
の
歴
史
が
あ
る
鵜
飼

の
振
興
で
あ
る
。こ
の
伝
統
文
化
を
絶
や

し
て
は
い
け
な
い
。そ
の
た
め
に
も
一
般

社
団
法
人
三
次
市
観
光
協
会
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
、そ

し
て
三
次
鵜
飼
伝
統
文
化
振
興
会
が
さ
ら

な
る
振
興
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、市
長
の
鵜
飼
に
対
す
る
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答弁 2

鵜
飼
を
盛
り
上
げ
て
い
く

取
組
に
つ
な
げ
て
い
く《

福
岡
市
長
》

三
次
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
文
化
で
あ
り
、地
域
資
源
、観
光
資
源
で

あ
る
。
鵜
飼
の
継
承
を
考
え
る
と
き
、伝

統
文
化
と
観
光
振
興
の
２
つ
の
側
面
が
あ

る
。
伝
統
文
化
と
し
て
は
、飼
育
小
屋
の

整
備
や
三
次
鵜
飼
伝
統
文
化
振
興
会
へ
毎

年
約
１
４
０
０
万
円
の
支
援
等
を
し
て
い

る
。
ま
た
観
光
振
興
と
し
て
は
、様
々
な

メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
報
活
動
や
観
光
関
係
者

へ
の
営
業
活
動
を
一
般
社
団
法
人
三
次
市

観
光
協
会
と
共
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
、

み
よ
し
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
と
新
た
な

策
を
検
討
し
て
お
り
、今
後
も
よ
り
一
層
、

鵜
飼
を
盛
り
上
げ
て
い
く
取
組
に
つ
な
げ

て
い
く
。

質問 1

従
来
ど
お
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

施
政
方
針
が
出
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て

福
岡
市
長
に
と
っ
て
令
和
２
年
度
の
予

算
は
、初
め
て
の
予
算
編
成
で「
若
さ
」と

「
行
動
力
」を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。市

長
が
議
員
の
時
に
執
行
部
に
伝
え
て
い
た

課
題
を
市
長
と
な
っ
て
改
善
す
る
責
任
感

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、従
来
ど
お
り
の
施

政
方
針
の
骨
子
を
出
さ
れ
た
こ
と
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答弁 1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
な
ど
状
況
の
変
化
を
反
映
す

る
こ
と
に
時
間
を
要
し
た

《
福
岡
市
長
》

新
し
い
三
次
市
づ
く
り
に
向
け
て
、方

向
性
を
実
行
し
て
い
く
施
策
を
市
民
に

し
っ
か
り
と
示
し
、新
年
度
予
算
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
新
し
い
三
次
市
づ
く
り

を
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
向
性
を
示

す
等
、市
政
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
込
め

て
作
成
し
た
。

今
ま
で
と
大
き
く
情
勢
が
異
な
っ
た
の

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
で
あ
り
、社
会
情
勢
の
変
化
、感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
対
応
、感
染
者
の
拡
大
等
を

踏
ま
え
て
、多
く
の
状
況
が
変
化
し
た
こ

助木 達夫
《真正会》

行財政改革調査特別委員長報告（要旨）
　行財政改革調査特別委員会では、第３次三次市行財
政改革大綱及び第３次三次市行財政改革推進計画の各
取組項目の効果・効率性を含め、その進捗状況の確認
と第４次三次市行財政改革大綱及び第４次三次市行財
政改革推進計画について、実効性や効果等について、
また、三次市公共施設等総合管理計画の進捗状況につ
いて、担当部局長等の出席を求め、慎重に審査し、指
摘等を行ってまいりました。
　今後の市の財政は、普通交付税の市町村合併特例
による優遇措置が段階的に縮小され2019年度には終
了し、人口減少等による歳入の減少も見込まれてい
ます。また、道路等のインフラや公共施設の維持更新
経費の増大等も懸念され、厳しい財政見通しとなって
おります。限られた財源及び資源を効果的・効率的に
活用するため、「選択」と「集中」をしっかりと展開し、
これまで以上の行財政改革推進の取組が必要と考え
ます。
　これらの状況の中、委員会として次のとおり意見を
申し上げます。

１　行財政改革の進捗や公共施設等の管理の体制につ
いては、組織機構により、ファシリティマネジメン
ト推進係を設置される等の取組を進められているが、
今後も行財政改革や公共施設等の管理を強く推し進
める体制づくりに努められたい。

２　第４次行財政改革推進計画は各年度の目標設定を
各担当課に委ねているが、推進計画は具体的な取組
や数値目標をまとめ、管理をしていくものである。
第４次推進計画においても各年度の取組や数値目標
を明らかにし、進捗状況等を担当課でしっかり管理
するよう取り組まれ、議会や市民に分かりやすく報
告されたい。
３　公共施設等総合管理計画の策定から３年が経過し
ているので、早急に各公共施設等の調査・分析を進
め、個別シートを作成し、削減目標の達成に向けて
取り組まれたい。
４　各計画の進捗管理については、四半期や半期ごと
等での分析や見直しに取り組まれ、事業の方向性の
確認を行い、目標に向け効率的・効果的な事業が推
進できるようPDCAを回し、取り組まれたい。

　意見は以上でありますが、財源確保がさらに厳しく
なる中で、真に必要な行政サービスの選択や効率的・
効果的に実行し、将来の三次市にとって大切な施策や
課題に重点的に投資することで、市民のニーズにきめ
細かく対応するよう、不断の決意を持って行財政改革
の推進にあたられることを切望いたします。
　最後に、行財政改革の強力な推進に向け、市議会と
しても引き続き調査・研究していく必要性があることを
申し添え、行財政改革調査特別委員長報告といたします。
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４月12日日の市議会議員選挙により当選された議員を紹介します。
（当選回数が多い順・年齢順）

竹
たけ

原
はら

　孝
たか

剛
よし

生年月日 S25.12.20

当選回数 8 回

大
おお

森
もり

　俊
とし

和
かず

生年月日 S24.5.18

当選回数 7 回

小
お

田
だ

　伸
しん

次
じ

生年月日 S32.11.15

当選回数 6 回

保
やす

実
ざね

　治
おさむ

生年月日 S29.5.10

当選回数 5 回

宍
しし

戸
ど

　稔
みのる

生年月日 S29.9.1

当選回数 5 回

新
しん

家
け

　良
よし

和
かず

生年月日 S22.2.10

当選回数 4 回

杉
すぎ

原
はら

　利
とし

明
あき

生年月日 S50.12.16

当選回数 4 回

齊
さい

木
き

　亨
とおる

生年月日 S26.9.3

当選回数 3 回

山
やま

村
むら

  惠
え

美
み

子
こ

生年月日 S30.8.16

当選回数 3 回

鈴
すず

木
き

  深
み

由
ゆ

希
き

生年月日 S33.12.11

当選回数 3 回

横
よこ

光
みつ

　春
はる

市
いち

生年月日 S28.1.8

当選回数 2 回

伊
い

藤
とう

　芳
よし

則
のり

生年月日 S30.5.3

当選回数 2 回

黒
くろ

木
ぎ

　靖
せい

治
じ

生年月日 S32.2.22

当選回数 2 回

弓
ゆみ

掛
かけ

　元
げん

生年月日 S35.1.4

当選回数 2 回

藤
ふじ

井
い

  憲
けん

一
いち

郎
ろう

生年月日 S43.1.12

当選回数 2 回

重
しげ

信
のぶ

　好
よし

範
のり

生年月日 S40.4.24

当選回数 2 回

新
にっ

田
た

　真
しん

一
いち

生年月日 S32.10.23

当選回数 2 回

藤
ふじ

岡
おか

　一
かず

弘
ひろ

生年月日 H2.5.23

当選回数 2 回

掛
かけ

田
だ

　勝
かつ

彦
ひこ

生年月日 S39.6.12

当選回数 1 回

徳
とく

岡
おか

　真
ま

紀
き

生年月日 S48.11.25

当選回数 1 回

月
つき

橋
はし

　寿
かず

文
ふみ

生年月日 S50.9.28

当選回数 1 回

増
ます

田
だ

　誠
とも

宏
ひろ

生年月日 S50.12.25

当選回数 1 回

中
なか

原
はら

　秀
ひで

樹
き

生年月日 S51.7.6

当選回数 1 回

山
やま

田
だ

  真
しん

一
いち

郎
ろう

生年月日 S52.9.27

当選回数 1 回

（69）

（65）

（63）

（54）

（55）

（44）

（44）

（70）

（65）

（60）

（62）

（46）

（43）

（67）

（68）

（62）

（73）

（52）

（64）

（29）

（44）

（42）

（64）

（61）
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2020（令和2）年
2月1日～4月30日

「市議会だより」を作成する
「広報広聴常任委員会」に４年
間在籍し、２年間は副委員長を
務めさせていただきました。限
られた予算の中で「手に取りや
すさ」、「読みやすさ」を模索し
た日々でした。「市議会だより」
は大切な情報発信ツールです。
今号が発行される際には「新

生三次市議会」が誕生してお
ります。引き続き、三次市議会
にご関心をお持ちいただける
よう次期委員会に引き継いで
おりますので、ご愛読賜ります
ようよろしくお願い致します。
� （藤井　憲一郎）

次期定例会の
開会予定日は

6月12日（金）

TEL 0824－62－6179　 FAX 0824－62－6110
Eメールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせは　議会事務局へ

2
月

  3日　教育民生常任委員会
14日　全員協議会、会派代表者会議
18日　議会運営委員会
27日　議会運営委員会
28日　３月定例会本会議、予算決算常任委員会、�

全員協議会、行財政改革調査特別委員会

3
月

  2〜4日　本会議（一般質問）
  4日　�議会運営委員会、会派代表者会議、�

広報広聴常任委員会
  5日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、�

産業建設常任委員会、会派代表者会議
  9〜12日　予算決算常任委員会
11日　議会運営委員会
13日　予算決算常任委員会（総務分科会・教育民生分科会・

産業建設分科会）
16日　予算決算常任委員会、議会運営委員会、全員協議会
18日　議会運営委員会、本会議、全員協議会

4
月

12日　市議会議員一般選挙
14日　議員全体会議
20日　会派代表者会議
24日　全員協議会、会派代表者会議

議会のうごき

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することができます。傍聴
される方は、当日傍聴席の入口で傍聴券を受け取って入場して
ください。車イスを利用される方のスペースや集団補聴システム
（磁気ループ）が整備されていますのでご利用ください。
なお、傍聴席（30席）が満席となった場合は、入場を制限します
のでご了承ください。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出する制度で、
議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情と言い、どなた
でも提出することができます。

　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員会の生放送
と当日の夜７時から本会議の再放送をしています。
また、市議会のホームページにおいて本会議の模様をインター
ネット配信しています。ぜひご覧ください。

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、みよし市議会だよりをご
覧いただくことができます。
詳しくは市議会ホームページの「みよし市議会だより」のページ
をご覧ください。

■ 議会を傍聴してみませんか

■ 請願・陳情の提出は、6月1日（月）正午まで

■ 議会中継をご覧ください

■ 無料アプリ「マチイロ」版の議会だよりについて

あ｜と｜が｜き

甲奴町小
ひ

童
ち

正し
ょ
う

願が
ん

寺じ

の
梵
鐘

正
願
寺
の
梵
鐘

み
よ
し

市
議
会
だ
よ
り

行政視察受入状況
２月５日　広島県庄原市（タブレットの活用について）

　
正
願
寺
の
梵
鐘
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
砲
弾

の
資
材
と
し
て
供
出
さ
れ

た
が
、
兵
器
と
は
な
ら
ず

終
戦
を
迎
え
た
。

　
戦
後
数
奇
な
運
命
を
辿

り
日
本
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ

渡
り
、
更
に
ア
メ
リ
カ
へ

渡
り
、
ジ
ミ
ー
カ
ー
タ
ー

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に

「
平
和
の
鐘
」
と
し
て
保

管
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
に
あ
る
現
在
の
正

願
寺
梵
鐘
は
次
代
の
鐘
で

あ
る
。

�

（
山
村　
惠
美
子
）
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